
ICB-680　RXローカル発振器の漏れ問題

パターンが長い 受信感度を上げるための帰還コンデンサ
回路を通してのローカルの漏れ

空中カップリングしたエネルギー
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GNDを通してのローカルの漏れ

　　Localから輻射されたエネルギー
Local RX

原因 OSC Xtal
1、受信のローカル発振器がXtalの不発をなくすために発振レベルを
　大きくしてXtalをドライブしている。 Xtalの不発を防止するため
2、ローカル発振器の高周波エネルギーがMIXのエミッターからベース、 発振レベルが大きく
　　帰還コンデンサを通り抜けてANT端子に漏れ出てしまう。 GNDも振られている。
3、ローカルの発振レベルが大きいためGNDが振られ受信GNDを通して
　　ANT端子GNDに漏れ出てしまう。
４、RF　BPFからPTT　SWまでのパターンが長く、またローカル発振器に
　　近いため空中カップリングでローカルエネルギーがANTへ漏れ出てしまう。
５、上記の2項～4項の合計で新規格のレベルを大幅に超えてしまっていた。

対策
１、2項の対策としてLocal発信器からのMIXへの注入レベルを下げるため
　　カップリングコンデンサーの値を小さくした。良い副作用としてLocal発信器
　　のフロアーノイズのレベルも下がるために受信機のノイジー感が少なくなる。
２、3項の対策としてLocal発信器GNDとMIX　GNDを切り離してLocalのGNDを
　　通った漏れ成分を削減した。
３、4項の対策としてRF　BPFとPTT　SWを接続している長いパターンをカットし
　　代わりに同軸ケーブルで接続を行い周辺回路（Local発信器）からの飛び込んで
　　来る漏れ成分を削減した。


